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戦
後
六
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
現
在
、
忘
れ
た
こ
と

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
想
起
し
な
が
ら
お
話
し
致
し
ま

す
。 私

は
秋
田
県
能
代
市
畠
町
追
分
に
お
い
て
父
浅
吉
、
母

ス
エ
の
兄
弟
四
人
の
二
男
と
し
て
、
大
正
十
二
（
一
九
二

三
）
年
五
月
三
十
日
に
生
れ
ま
し
た
。
兄
健
市
、
妹
ト
キ

エ
、
同
ハ
ル
エ
の
六
人
家
族
の
生
活
で
し
た
。 

学
歴
は
能
代
市
停
城
第
三
小
学
校
を
卒
業
し
、
能
代
停

城
第
一
高
等
小
学
校
に
入
学
、
卒
業
し
ま
し
た
、
昭
和
十

四
（
一
九
三
九
）
年
四
月
秋
田
県
立
能
代
工
業
学
校
に
入

学
、
昭
和
十
六
年
三
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。
同
時
に
藤
田

組
小
坂
鉱
山
花
岡
支
山
（
同
和
鉱
業
花
岡
鉱
業
所
）
に
入

社
し
ま
し
た
。
専
門
が
採
鉱
の
た
め
職
歴
は
鉱
内
作
業
が

主
で
、
鉱
石
の
採
掘
か
ら
運
搬
ま
で
の
現
場
監
督
が
日
常

の
作
業
で
し
た
。 

昭
和
十
八
年
徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
十
九
年
三
月
秋
田
第
十
七
部
隊
に
入
隊

と
な
り
ま
し
た
。
秋
田
第
十
七
部
隊
で
は
三
月
か
ら
五
月

ま
で
の
三
カ
月
間
、
初
年
兵
教
育
を
受
け
、
六
月
の
初
め

に
下
関
よ
り
九
州
経
由
で
朝
鮮
の
釜
山
に
上
陸
し
て
、
満

州
国
「
す
い
南
」
へ
（
満
州
と
ソ
連
の
国
境
）
行
き
、
そ

こ
に
駐
屯
し
て
い
る
藤
重
部
隊
小
野
中
隊
に
入
り
ま
し
た
。 

中
隊
に
入
っ
て
間
も
な
く
幹
部
候
補
生
の
試
験
が
あ
り
、

受
験
の
結
果
合
格
、
間
も
な
く
幹
部
候
補
生
と
し
て
の
教

育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
教
育
中
、
約
一
カ
月
足
ら
ず
で
部

隊
に
動
員
令
が
下
り
、
幹
部
候
補
生
を
残
し
て
部
隊
は
全

員
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
移
動
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
幹
部
候
補
生
の
教
育
を
受
け
な
い
ま
ま
第
八

四
八
独
立
守
備
隊
に
転
属
、
こ
こ
で
は
部
隊
の
糧
秣
監
視

の
分
遣
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
部
下
三
人
と
共
に
北
支
の
長

城
炭
鉱
中
に
あ
る
中
隊
の
食
糧
置
場
の
監
視
に
従
事
し
ま

し
た
。
食
糧
は
山
海
関
か
ら
長
城
炭
鉱
ま
で
、
約
二
十
キ

 

291 

ロ
を
鉄
道
輸
送
さ
れ
て
来
ま
す
。
そ
の
時
は
陸
軍
伍
長
に

な
り
ま
し
た
。 

長
城
炭
鉱
地
域
は
比
較
的
治
安
の
良
い
所
で
、
炭
鉱
に

は
数
人
の
日
本
人
が
監
督
を
し
て
い
ま
し
た
。
長
城
炭
鉱

の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
外
部
は
鉄
条
網
が
三
重
に
張
ら

れ
、
三
万
ボ
ル
ト
の
電
流
が
常
時
通
さ
れ
て
い
て
ゲ
リ
ラ

の
侵
入
を
防
止
し
て
い
ま
す
。
食
糧
監
視
中
に
ゲ
リ
ラ
の

攻
撃
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
糧
の
輸
送
を

行
う
鉄
道
は
数
回
の
襲
撃
に
遭
い
、
爆
破
攻
撃
な
ど
も
受

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
数
カ
月
の
勤
務
で
あ
り
ま
し

た
が
、
部
隊
長
命
令
で
復
帰
し
原
隊
に
戻
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
間
も
な
く
北
支
討
伐
隊
に
編
入
さ
れ
、
一
週
間

の
中
五
日
間
、
八
路
軍
の
討
伐
に
従
事
し
ま
し
た
。
討
伐

は
専
ら
夜
間
攻
撃
で
、
日
中
は
休
ん
で
、
夜
間
行
動
し
、

道
路
を
さ
け
て
、
山
越
え
で
二
十
里
か
ら
三
十
五
里
く
ら

い
の
歩
行
が
当
り
前
で
す
。
そ
う
し
て
夜
明
け
前
に
攻
撃

を
行
い
、
八
路
軍
が
逃
げ
る
様
子
を
見
る
の
が
毎
回
の
作

戦
で
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
討
伐
が
数
カ
月
間
続
き
、
な
ん
と
な
く
部

隊
は
北
支
か
ら
満
州
へ
と
移
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
集
結

場
所
は｢

海
城｣

で
し
た
が
、
部
隊
の
移
動
し
た
の
は
昭
和

二
十
年
八
月
初
旬
で
、
数
日
経
っ
て
八
月
十
五
日
の
正
午
、

天
皇
陛
下
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
終
戦
を

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
と
の

認
識
が
深
ま
り
、
軍
人
と
し
て
は
残
念
無
念
で
あ
り
ま
し

た
。 戦

争
も
終
わ
り
、
こ
れ
で
日
本
へ
帰
国
出
来
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
ら
、
ロ
シ
ア
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
軍
団
が
満
州
の

国
境
を
越
え
、
ぞ
く
ぞ
く
と
入
っ
て
来
ま
し
た
。
満
鉄
は

ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
入
り
、
日
本
軍
の
指
示
で
は
汽
車
は

動
か
な
く
な
り
、
部
隊
も
ま
た
ロ
シ
ア
軍
の
命
令
で
、
定

め
ら
れ
た
場
所
に
集
結
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

一
番
先
に
や
ら
さ
れ
た
の
が
武
装
解
除
で
し
た
。
部
隊

全
員
が
集
積
場
所
ま
で
歩
き
、
兵
器
は
一
斉
に
返
納
を
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
じ
め
て
、
武
装
解
除
の
意
味

が
分
り
、
ま
た
、
戦
争
に
負
け
た
実
感
と
み
じ
め
さ
を
つ
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戦
後
六
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
現
在
、
忘
れ
た
こ
と

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
想
起
し
な
が
ら
お
話
し
致
し
ま

す
。 私

は
秋
田
県
能
代
市
畠
町
追
分
に
お
い
て
父
浅
吉
、
母

ス
エ
の
兄
弟
四
人
の
二
男
と
し
て
、
大
正
十
二
（
一
九
二

三
）
年
五
月
三
十
日
に
生
れ
ま
し
た
。
兄
健
市
、
妹
ト
キ

エ
、
同
ハ
ル
エ
の
六
人
家
族
の
生
活
で
し
た
。 

学
歴
は
能
代
市
停
城
第
三
小
学
校
を
卒
業
し
、
能
代
停

城
第
一
高
等
小
学
校
に
入
学
、
卒
業
し
ま
し
た
、
昭
和
十

四
（
一
九
三
九
）
年
四
月
秋
田
県
立
能
代
工
業
学
校
に
入

学
、
昭
和
十
六
年
三
月
に
卒
業
し
ま
し
た
。
同
時
に
藤
田

組
小
坂
鉱
山
花
岡
支
山
（
同
和
鉱
業
花
岡
鉱
業
所
）
に
入

社
し
ま
し
た
。
専
門
が
採
鉱
の
た
め
職
歴
は
鉱
内
作
業
が

主
で
、
鉱
石
の
採
掘
か
ら
運
搬
ま
で
の
現
場
監
督
が
日
常

の
作
業
で
し
た
。 

昭
和
十
八
年
徴
兵
検
査
を
受
け
甲
種
合
格
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
十
九
年
三
月
秋
田
第
十
七
部
隊
に
入
隊

と
な
り
ま
し
た
。
秋
田
第
十
七
部
隊
で
は
三
月
か
ら
五
月

ま
で
の
三
カ
月
間
、
初
年
兵
教
育
を
受
け
、
六
月
の
初
め

に
下
関
よ
り
九
州
経
由
で
朝
鮮
の
釜
山
に
上
陸
し
て
、
満

州
国
「
す
い
南
」
へ
（
満
州
と
ソ
連
の
国
境
）
行
き
、
そ

こ
に
駐
屯
し
て
い
る
藤
重
部
隊
小
野
中
隊
に
入
り
ま
し
た
。 

中
隊
に
入
っ
て
間
も
な
く
幹
部
候
補
生
の
試
験
が
あ
り
、

受
験
の
結
果
合
格
、
間
も
な
く
幹
部
候
補
生
と
し
て
の
教

育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
教
育
中
、
約
一
カ
月
足
ら
ず
で
部

隊
に
動
員
令
が
下
り
、
幹
部
候
補
生
を
残
し
て
部
隊
は
全

員
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
に
移
動
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
幹
部
候
補
生
の
教
育
を
受
け
な
い
ま
ま
第
八

四
八
独
立
守
備
隊
に
転
属
、
こ
こ
で
は
部
隊
の
糧
秣
監
視

の
分
遣
隊
長
を
命
ぜ
ら
れ
、
部
下
三
人
と
共
に
北
支
の
長

城
炭
鉱
中
に
あ
る
中
隊
の
食
糧
置
場
の
監
視
に
従
事
し
ま

し
た
。
食
糧
は
山
海
関
か
ら
長
城
炭
鉱
ま
で
、
約
二
十
キ
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ロ
を
鉄
道
輸
送
さ
れ
て
来
ま
す
。
そ
の
時
は
陸
軍
伍
長
に

な
り
ま
し
た
。 

長
城
炭
鉱
地
域
は
比
較
的
治
安
の
良
い
所
で
、
炭
鉱
に

は
数
人
の
日
本
人
が
監
督
を
し
て
い
ま
し
た
。
長
城
炭
鉱

の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
外
部
は
鉄
条
網
が
三
重
に
張
ら

れ
、
三
万
ボ
ル
ト
の
電
流
が
常
時
通
さ
れ
て
い
て
ゲ
リ
ラ

の
侵
入
を
防
止
し
て
い
ま
す
。
食
糧
監
視
中
に
ゲ
リ
ラ
の

攻
撃
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
糧
の
輸
送
を

行
う
鉄
道
は
数
回
の
襲
撃
に
遭
い
、
爆
破
攻
撃
な
ど
も
受

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
数
カ
月
の
勤
務
で
あ
り
ま
し

た
が
、
部
隊
長
命
令
で
復
帰
し
原
隊
に
戻
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
間
も
な
く
北
支
討
伐
隊
に
編
入
さ
れ
、
一
週
間

の
中
五
日
間
、
八
路
軍
の
討
伐
に
従
事
し
ま
し
た
。
討
伐

は
専
ら
夜
間
攻
撃
で
、
日
中
は
休
ん
で
、
夜
間
行
動
し
、

道
路
を
さ
け
て
、
山
越
え
で
二
十
里
か
ら
三
十
五
里
く
ら

い
の
歩
行
が
当
り
前
で
す
。
そ
う
し
て
夜
明
け
前
に
攻
撃

を
行
い
、
八
路
軍
が
逃
げ
る
様
子
を
見
る
の
が
毎
回
の
作

戦
で
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
討
伐
が
数
カ
月
間
続
き
、
な
ん
と
な
く
部

隊
は
北
支
か
ら
満
州
へ
と
移
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
集
結

場
所
は｢

海
城｣

で
し
た
が
、
部
隊
の
移
動
し
た
の
は
昭
和

二
十
年
八
月
初
旬
で
、
数
日
経
っ
て
八
月
十
五
日
の
正
午
、

天
皇
陛
下
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
終
戦
を

聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
と
の

認
識
が
深
ま
り
、
軍
人
と
し
て
は
残
念
無
念
で
あ
り
ま
し

た
。 戦

争
も
終
わ
り
、
こ
れ
で
日
本
へ
帰
国
出
来
る
と
思
っ

て
い
ま
し
た
ら
、
ロ
シ
ア
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
軍
団
が
満
州
の

国
境
を
越
え
、
ぞ
く
ぞ
く
と
入
っ
て
来
ま
し
た
。
満
鉄
は

ロ
シ
ア
の
支
配
下
に
入
り
、
日
本
軍
の
指
示
で
は
汽
車
は

動
か
な
く
な
り
、
部
隊
も
ま
た
ロ
シ
ア
軍
の
命
令
で
、
定

め
ら
れ
た
場
所
に
集
結
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

一
番
先
に
や
ら
さ
れ
た
の
が
武
装
解
除
で
し
た
。
部
隊

全
員
が
集
積
場
所
ま
で
歩
き
、
兵
器
は
一
斉
に
返
納
を
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
は
じ
め
て
、
武
装
解
除
の
意
味

が
分
り
、
ま
た
、
戦
争
に
負
け
た
実
感
と
み
じ
め
さ
を
つ
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く
ず
く
感
じ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
集
結
場
所
で
ぶ
ら
ぶ
ら
と
毎
日
を
過
ご
し
、

十
一
月
十
日
ご
ろ
ロ
シ
ア
軍
の
命
令
で
シ
ベ
リ
ア
に
抑
留

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
一
月
十
日
ご
ろ
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

で
部
隊
全
員
軍
人
、
警
察
官
、
看
護
婦
等
約
二
千
人
が
有

蓋
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、
シ
ベ
リ
ア
北
部
の
町
チ
タ
に
向
っ

て
発
進
し
ま
し
た
。
輸
送
途
中
「
満
州
里
」
で
汽
車
が
急

停
車
し
た
の
で
何
事
か
と
思
っ
た
ら
列
車
内
の
警
察
官
が

飛
び
降
り
逃
亡
し
た
か
ら
で
し
た
。
ロ
シ
ア
軍
が
追
い
掛

け
、
逃
亡
者
は
約
五
百
人
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
中

二
十
人
が
捕
わ
れ
て
、
抑
留
者
全
員
が
見
る
前
で
、
自
動

短
小
銃
（
一
度
に
七
十
三
発
発
射
出
来
る
）
が
一
斉
に
発

射
さ
れ
、
一
瞬
に
し
て
全
員
が
銃
殺
さ
れ
ま
し
た
。
お
前

達
も
逃
げ
る
と
こ
の
通
り
だ
よ
と
の
戒
め
で
あ
っ
た
訳
で

す
。
そ
の
後
何
事
も
な
く
列
車
は
ソ
連
領
内
に
入
り
、
チ

タ
に
到
着
し
ま
し
た
。 

抑
留
者
全
員
が
下
車
す
る
と
思
い
ま
し
た
が
五
百
人
だ

け
が
下
車
、
あ
と
の
千
人
は
そ
の
ま
ま
他
方
面
に
発
進
し

ま
し
た
。 

十
一
月
中
旬
に
は
気
温
は
零
下
一
五
度
ぐ
ら
い
、
現
地

に
到
着
は
し
た
け
れ
ど
宿
舎
は
な
く
、
天
幕
で
の
日
常
生

活
が
し
ば
ら
く
続
き
、
食
糧
も
腹
八
分
目
と
言
う
が
実
際

は
腹
四
分
で
、
生
き
て
行
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
、
こ
の

先
ど
う
な
る
か
心
配
で
あ
り
ま
し
た
。 

数
日
経
ち
ま
す
と
抑
留
者
の
入
居
す
る
宿
舎
の
構
築
が

全
員
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
構
築
方
法
は
地
下
に
穴

を
掘
っ
て
、
穴
の
中
に
建
物
を
建
て
る
方
法
で
、
素
人
で

も
出
来
る
簡
単
な
方
法
で
す
。
作
業
の
分
担
は
穴
掘
り
作

業
、
木
材
の
伐
採
作
業
の
二
つ
で
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。 自

分
は
地
下
の
掘
方
作
業
に
回
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
は

永
久
凍
土
で
凍
結
し
て
お
り
「
つ
る
は
し
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す
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、
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に
は
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。
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に
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が
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マ
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ス
二
四
、
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で
、
冬
期
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坑
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た
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ロ
シ
ア
の
現
場
監
督
は
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に
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場
を
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ボ
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ず
に
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で
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り
ま
す
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食
べ
物
に
つ
い
て
は
、
体
が
良
く
大
き
な
人
と
、
弱
々

し
く
体
の
小
さ
い
人
と
の
食
料
は
同
一
で
す
。
小
さ
い
人

は
食
物
に
不
足
や
不
満
は
無
い
よ
う
で
す
が
、
大
き
な
人

ほ
ど
食
料
不
足
で
痩
せ
衰
え
て
ゆ
き
ま
す
。
も
っ
と
も
っ

と
食
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な
け
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ば
働
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こ
と
も
出
来
な
い
と
言
う
と

「
お
前
は
生
意
気
だ
、
営
倉
に
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る
」
と
言
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れ
ま
す
。

そ
こ
で
「
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っ
て
も
良
い
」
と
答
え
た
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呆
れ
た
顔
で
そ

の
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を
去
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行
き
ま
し
た
。
監
視
兵
に
目
を
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ら
れ
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か
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が
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す
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と
、
各
人
暖
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用
の
石
炭
を

背
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わ
さ
れ
る
羽
目
に
な
り
、
こ
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が
毎
日
の
作
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に
加

わ
り
ま
し
た
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あ
の
寒
い
冬
期
が
終
わ
り
五
月
に
な
る
と
作
業
内
容
が

変
わ
っ
て
町
の
建
築
現
場
の
手
伝
い
作
業
に
回
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
町
民
と
話
を
交
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

近
く
の
民
家
に
寄
っ
て
「
空
腹
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
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べ
も
の
を
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下
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」
と
言
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ぐ
に
馬
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薯
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く
ず
く
感
じ
ま
し
た
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降
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追
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、
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入
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も
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と
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う
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実
際
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で
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行
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で
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先
ど
う
な
る
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あ
り
ま
し
た
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経
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抑
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の
入
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す
る
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全
員
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進
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を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
人
な
ら
と
も
か

く
、
数
人
で
参
り
ま
す
と
断
ら
れ
ま
す
。
町
に
作
業
に
行

く
度
に
、
一
人
で
民
家
に
行
き
、
ロ
シ
ア
人
の
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
秋
の
収
穫
期
に
な
り
ま
す
と
、
ロ
シ
ア

人
の
管
理
の
畑
に
気
づ
か
れ
ぬ
よ
う
に
潜
伏
し
、
馬
鈴
薯

を
掘
り
起
こ
し
持
ち
帰
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

収
穫
時
期
に
は
掘
り
出
し
た
馬
鈴
薯
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
む
運
搬
作
業
も
あ
り
ま
す
。
全
部
が
国
営
農
場
で
の

作
業
で
、
個
人
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
も
日
本
人
の
や
る
こ
と
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
前
に
ズ
ボ
ン
の
裾
と
か
、

外
套
の
裾
を
縛
っ
て
袋
状
に
し
て
、
こ
の
中
に
入
れ
る
と

十
キ
ロ
ぐ
ら
い
入
り
ま
す
。 

そ
う
し
て
積
み
込
み
、
運
搬
作
業
が
終
わ
り
、
い
ざ
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
車
の
際
に
は
体
に
つ
け
た
馬
鈴
薯
の
重
み
で

ト
ラ
ッ
ク
に
上
が
れ
ま
せ
ん
。
見
か
ね
た
ロ
シ
ア
人
が
尻

を
押
し
て
く
れ
、
よ
う
や
く
荷
台
に
上
が
る
始
末
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
毎
日
が
食
料
不
足
で
あ
り
、
食
べ
る
た
め
の

戦
い
で
し
た
。
頭
の
中
に
そ
れ
以
外
は
何
も
な
か
っ
た
の

で
す
。 

持
ち
帰
っ
た
馬
鈴
薯
は
寝
台
の
枕
の
下
に
隠
し
て
置
き
、

そ
れ
が
あ
る
中
は
必
要
量
を
飯
盒
で
煮
て
食
べ
、
あ
る
い

は
潰
し
て
焼
い
て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
時
は

監
視
兵
の
目
を
逃
れ
て
作
業
の
す
き
を
見
て
バ
ザ
ー
ル
に

行
き
、
品
物
を
眺
め
た
り
し
て
い
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
軍
の

将
校
が
来
て
「
お
前
は
ど
う
し
て
こ
こ
に
来
た
の
か
」
と

聞
か
れ
ま
し
た
の
で
「
煙
草
が
欲
し
く
て
来
ま
し
た
」
と

言
う
と
、
買
っ
て
や
る
か
ら
す
ぐ
帰
れ
、
と
言
わ
れ
て
帰

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
将
校
に
見
付
か
っ
た
時
は
営

倉
入
り
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

中
に
は
親
切
な
将
校
も
い
た
の
だ
な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。 

抑
留
生
活
も
丸
二
年
が
過
ぎ
三
年
目
に
入
っ
た
時
に
身

体
検
査
が
あ
り
、
軍
医
か
ら
栄
養
失
調
と
診
断
を
受
け
、

別
の
ラ
ー
ゲ
ル
に
移
動
と
な
り
ま
し
た
。
目
標
は
毎
日
一

回
、
弱
体
者
の
み
で
山
に
行
き
、
薪
を
採
っ
て
来
る
の
が

仕
事
で
し
た
。
炊
事
班
で
は
こ
の
薪
で
炊
事
を
し
て
お
り
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ま
し
た
。 

あ
る
時
の
こ
と
、
炊
事
班
に
行
く
と
、
同
郷
出
身
の
泉

栄
さ
ん
が
炊
事
班
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
泉
さ
ん
と
こ

こ
で
会
う
と
は
地
獄
に
仏
「
腹
が
減
る
で
し
ょ
う
。
い
つ

で
も
良
い
パ
ン
を
や
る
か
ら
来
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
遠

慮
な
く
泉
さ
ん
の
所
に
ゆ
き
パ
ン
を
も
ら
い
ま
し
た
。
今

で
も
泉
さ
ん
を
命
の
恩
人
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で

一
年
が
経
過
し
て
三
年
目
、
日
本
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ナ

ホ
ト
カ
港
に
集
結
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
三
年
七
月
こ
ろ
で
、
す
ぐ
に
は
帰
れ
ず
、
帰

船
し
た
の
は
八
月
半
ば
に
な
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

骨
と
皮
ば
か
り
の
状
態
で
三
日
か
か
っ
て
東
舞
鶴
に
上
陸

し
、
四
年
振
り
に
日
本
人
を
見
て
嬉
し
く
懐
か
し
く
感
じ

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
一
週
間
お
か
れ
、
秋
田
に
帰
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
東
舞
鶴
を
出
発
し
、
列
車
か
ら
途
中
の

景
色
を
眺
め
つ
つ
秋
田
に
来
ま
し
た
。
こ
こ
で
つ
く
ず
く

日
本
に
帰
れ
て
良
か
っ
た
と
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た

も
の
で
す
。 

秋
田
に
到
着
す
る
と
妹
二
人
で
迎
え
に
来
て
く
れ
、
元

気
で
四
年
振
り
の
再
会
を
果
た
す
こ
と
が
出
来
、
懐
か
し

く
、
ま
た
嬉
し
か
っ
た
。
早
速
病
弱
で
体
の
弱
っ
て
い
た

母
の
こ
と
を
聞
く
と
二
人
共
何
と
も
言
わ
な
か
っ
た
の
で
、

も
し
か
し
て
死
ん
だ
の
で
は
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

以
上
に
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

約
二
時
間
で
能
代
駅
に
到
着
、
駅
か
ら
徒
歩
十
分
程
度

で
我
が
家
に
着
き
ま
し
た
。
や
は
り
母
親
の
姿
は
見
え
ず
、

二
人
の
妹
は
私
が
力
を
落
さ
ぬ
よ
う
に
母
の
こ
と
は
内
緒

に
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
母
の
死
は
自
分

の
前
途
に
暗
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
父
親
は

能
代
高
等
女
学
校
の
用
務
員
で
妹
二
人
は
機
械
工
場
の
事

務
と
郵
便
局
の
交
換
手
で
、
よ
う
や
く
家
族
四
人
の
生
活

と
な
り
ま
し
た
。
兄
健
市
は
復
員
後
分
家
し
ま
し
た
。 

二
週
間
ぐ
ら
い
は
自
身
の
体
力
を
鍛
え
て
、
前
職
の
花

岡
鉱
山
総
務
課
に
帰
国
報
告
を
し
、
再
就
職
の
お
願
い
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
門
間
君
は
死
亡
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い

て
除
籍
に
な
っ
て
い
る
。
今
し
ば
ら
く
家
で
待
機
を
と
言
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を
持
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
人
な
ら
と
も
か

く
、
数
人
で
参
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ら
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。
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収
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ア
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の
管
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の
畑
に
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れ
ぬ
よ
う
に
潜
伏
し
、
馬
鈴
薯

を
掘
り
起
こ
し
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帰
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た
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と
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あ
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ま
し
た
。 

収
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に
は
掘
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出
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た
馬
鈴
薯
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
む
運
搬
作
業
も
あ
り
ま
す
。
全
部
が
国
営
農
場
で
の

作
業
で
、
個
人
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
も
日
本
人
の
や
る
こ
と
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て

い
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
む
前
に
ズ
ボ
ン
の
裾
と
か
、

外
套
の
裾
を
縛
っ
て
袋
状
に
し
て
、
こ
の
中
に
入
れ
る
と

十
キ
ロ
ぐ
ら
い
入
り
ま
す
。 

そ
う
し
て
積
み
込
み
、
運
搬
作
業
が
終
わ
り
、
い
ざ
ト

ラ
ッ
ク
に
乗
車
の
際
に
は
体
に
つ
け
た
馬
鈴
薯
の
重
み
で

ト
ラ
ッ
ク
に
上
が
れ
ま
せ
ん
。
見
か
ね
た
ロ
シ
ア
人
が
尻

を
押
し
て
く
れ
、
よ
う
や
く
荷
台
に
上
が
る
始
末
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
毎
日
が
食
料
不
足
で
あ
り
、
食
べ
る
た
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の

戦
い
で
し
た
。
頭
の
中
に
そ
れ
以
外
は
何
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な
か
っ
た
の

で
す
。 
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薯
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台
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し
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兵
の
目
を
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作
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ザ
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行
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た
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将
校
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お
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は
ど
う
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こ
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に
来
た
の
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と
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ま
し
た
の
で
「
煙
草
が
欲
し
く
て
来
ま
し
た
」
と

言
う
と
、
買
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や
る
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ら
す
ぐ
帰
れ
、
と
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わ
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帰

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
将
校
に
見
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か
っ
た
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は
営

倉
入
り
を
覚
悟
し
ま
し
た
が
と
が
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

中
に
は
親
切
な
将
校
も
い
た
の
だ
な
あ
と
感
心
し
ま
し
た
。 

抑
留
生
活
も
丸
二
年
が
過
ぎ
三
年
目
に
入
っ
た
時
に
身

体
検
査
が
あ
り
、
軍
医
か
ら
栄
養
失
調
と
診
断
を
受
け
、

別
の
ラ
ー
ゲ
ル
に
移
動
と
な
り
ま
し
た
。
目
標
は
毎
日
一

回
、
弱
体
者
の
み
で
山
に
行
き
、
薪
を
採
っ
て
来
る
の
が

仕
事
で
し
た
。
炊
事
班
で
は
こ
の
薪
で
炊
事
を
し
て
お
り
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ま
し
た
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仏
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の
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は
自
分
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前
途
に
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も
の
を
感
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た
。
そ
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で
も
父
親
は

能
代
高
等
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学
校
の
用
務
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で
妹
二
人
は
機
械
工
場
の
事

務
と
郵
便
局
の
交
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手
で
、
よ
う
や
く
家
族
四
人
の
生
活

と
な
り
ま
し
た
。
兄
健
市
は
復
員
後
分
家
し
ま
し
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二
週
間
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ら
い
は
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身
の
体
力
を
鍛
え
て
、
前
職
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岡
鉱
山
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課
に
帰
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報
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を
し
、
再
就
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に
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て
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に
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る
。
今
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ば
ら
く
家
で
待
機
を
と
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わ
れ
ま
し
た
。
大
変
落
胆
し
ま
し
た
が
、
し
か
し
待
つ
し

か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
の
こ
ろ
、
近
く
の
茶
屋
さ
ん
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分

の
薪
を
切
っ
て
く
れ
な
い
か
と
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
八

月
後
半
の
暑
い
盛
り
の
中
、
朝
四
時
半
に
起
床
し
、
二
週

間
ぐ
ら
い
で
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
の
薪
切
り
を
終
え
ま
し
た

が
、
そ
の
謝
礼
と
し
て
も
ら
っ
た
五
円
は
余
り
に
も
小
額

の
た
め
二
度
と
こ
の
よ
う
な
仕
事
は
止
め
ま
し
た
。 

や
は
り
花
岡
鉱
山
に
再
就
職
す
る
以
外
は
な
い
と
担
当

者
を
訪
問
し
ま
す
と
、
運
良
く
明
日
か
ら
出
社
し
な
さ
い

の
返
事
に
喜
び
ま
し
た
。
帰
宅
後
、
働
く
準
備
に
取
り
掛

か
り
、
早
速
翌
日
現
場
に
向
い
ま
し
た
。
先
輩
、
後
輩
に

挨
拶
回
り
を
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
も
喜
ん
で
も
ら
え
、
大

変
嬉
し
く
有
り
難
く
思
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
私
の
第
二

の
人
生
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

翌
昭
和
二
十
四
年
九
月
、
金
は
無
く
着
の
身
着
の
ま
ま

の
生
活
で
あ
り
ま
し
た
が
、
財
産
家
の
娘
さ
ん
と
結
ば
れ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
人
生
に
良
き
伴
侶
を
得
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
が
、
結
婚
す
る
に
も
当
時
は
背
広
を
買
う

に
も
布
地
な
く
困
っ
て
い
ま
す
と
、
職
場
の
友
人
の
洋
服

店
の
息
子
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
、
ど
う
に
か
結
婚
の
段
取
り

も
出
来
た
九
月
二
十
日
、
両
親
の
親
、
兄
、
妹
だ
け
の
小

人
数
で
挙
式
し
ま
し
た
。
今
思
う
と
最
低
の
結
婚
式
で
あ

っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
物
も
無
い
、
お
金
も
無
い
、

こ
れ
が
昭
和
二
十
四
年
の
こ
と
で
し
た
。 

翌
年
十
二
月
に
長
男
誕
生
、
ま
た
昭
和
二
十
七
年
八
月

に
は
長
女
が
誕
生
し
て
四
人
の
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
子

供
が
生
れ
た
時
、
夫
婦
で
相
談
し
て
二
人
を
歯
医
者
と
技

工
士
に
す
る
こ
と
に
決
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
お
金
を
貯
め
る
こ
と
が
先
決
で
す
の
で
、
月
謝
な
ど
費

用
を
聞
い
て
見
ま
す
と
、
と
て
も
出
来
る
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
給
料
暮
し
の
方
に
は
ち
ょ
っ
と
無
理
な
ほ
ど
の
お

金
が
掛
か
り
ま
す
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
そ

の
目
標
に
向
っ
て
計
画
的
に
進
め
、
自
分
の
給
料
で
や
っ

て
行
け
る
見
通
し
を
立
て
ま
し
た
。 

私
達
夫
婦
は
貯
金
に
専
念
し
、
何
の
た
め
に
生
き
て
い
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る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し

た
が
、
予
定
ど
お
り
貯
金
も
出
来
、
長
男
が
日
本
歯
科
大

学
に
合
格
、
卒
業
後
、
医
師
国
家
試
験
に
も
合
格
し
、
私

達
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
横

浜
の
開
業
医
に
勤
務
後
、
大
館
市
立
病
院
に
就
職
し
ま
し

た
が
昭
和
五
十
四
年
、
門
間
歯
科
医
院
を
開
業
し
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
長
女
も
仙
台
の
技
工
士
学
校
を

卒
業
し
、
花
岡
鉱
山
病
院
歯
科
医
院
に
勤
め
ま
し
た
。 

私
は
昭
和
五
十
四
年
同
和
鉱
業
花
岡
鉱
山
を
三
十
四
年

間
勤
務
し
て
退
職
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
長
男
の
歯
科
医

院
の
事
務
を
平
成
十
三
年
ま
で
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
五
十
六
年
一
緒
に
努
力
し
て
く
れ
た
妻
が
病
死
、
よ
う

や
く
先
に
明
り
と
楽
し
み
が
見
え
た
時
で
し
た
の
で
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
長
男
夫
婦
の
こ
と
を
考

え
五
十
九
年
に
再
婚
し
ま
し
た
。 

抑
留
を
生
き
延
び
、
人
生
を
よ
り
良
く
全
う
す
る
た
め

に
目
標
を
定
め
、
そ
の
実
現
に
力
い
っ
ぱ
い
努
力
し
た
甲

斐
あ
っ
て
、
今
日
の
幸
せ
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
も
、
皆
様
方
の
力
添
え
の
結
果
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 
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わ
れ
ま
し
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落
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岡
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取
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翌
日
現
場
に
向
い
ま
し
た
。
先
輩
、
後
輩
に

挨
拶
回
り
を
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
も
喜
ん
で
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え
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の
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の
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着
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の
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ま
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れ
た
時
、
夫
婦
で
相
談
し
て
二
人
を
歯
医
者
と
技

工
士
に
す
る
こ
と
に
決
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

は
お
金
を
貯
め
る
こ
と
が
先
決
で
す
の
で
、
月
謝
な
ど
費

用
を
聞
い
て
見
ま
す
と
、
と
て
も
出
来
る
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
給
料
暮
し
の
方
に
は
ち
ょ
っ
と
無
理
な
ほ
ど
の
お

金
が
掛
か
り
ま
す
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
そ

の
目
標
に
向
っ
て
計
画
的
に
進
め
、
自
分
の
給
料
で
や
っ

て
行
け
る
見
通
し
を
立
て
ま
し
た
。 

私
達
夫
婦
は
貯
金
に
専
念
し
、
何
の
た
め
に
生
き
て
い
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る
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま
し

た
が
、
予
定
ど
お
り
貯
金
も
出
来
、
長
男
が
日
本
歯
科
大

学
に
合
格
、
卒
業
後
、
医
師
国
家
試
験
に
も
合
格
し
、
私

達
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
横

浜
の
開
業
医
に
勤
務
後
、
大
館
市
立
病
院
に
就
職
し
ま
し

た
が
昭
和
五
十
四
年
、
門
間
歯
科
医
院
を
開
業
し
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
長
女
も
仙
台
の
技
工
士
学
校
を

卒
業
し
、
花
岡
鉱
山
病
院
歯
科
医
院
に
勤
め
ま
し
た
。 

私
は
昭
和
五
十
四
年
同
和
鉱
業
花
岡
鉱
山
を
三
十
四
年

間
勤
務
し
て
退
職
し
ま
し
た
。
退
職
後
は
長
男
の
歯
科
医

院
の
事
務
を
平
成
十
三
年
ま
で
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
五
十
六
年
一
緒
に
努
力
し
て
く
れ
た
妻
が
病
死
、
よ
う

や
く
先
に
明
り
と
楽
し
み
が
見
え
た
時
で
し
た
の
で
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
長
男
夫
婦
の
こ
と
を
考

え
五
十
九
年
に
再
婚
し
ま
し
た
。 

抑
留
を
生
き
延
び
、
人
生
を
よ
り
良
く
全
う
す
る
た
め

に
目
標
を
定
め
、
そ
の
実
現
に
力
い
っ
ぱ
い
努
力
し
た
甲

斐
あ
っ
て
、
今
日
の
幸
せ
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
も
、
皆
様
方
の
力
添
え
の
結
果
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 




